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学　位　論　文　審　査　・　内　容　の　要　旨
　本学位論文は、女性同士の対立につながりやすい行動としてマウンティングに着目し、マウンティングの実態を把握し、それら
への対処法を考案することで、精神的健康の向上を目指すものである。マウンティングとは、自分の方が優位であると相手に誇
る言動を指し、近年注目されている現象である。本研究は、第1に、女性同士の場における女性の行動や好悪の特徴について
明らかにし、マウンティングについて検討する素地を提供すること、第2に、女性同士のマウンティングの実態について把握し、
それらへの対処法を考案することを目的としており、第1部にて概念の整理と研究の概要の提示が行われた。
　第2部では、女性同士でのコミュニケーションと好悪の特徴を検討した。第5章では、女性の社交場面での行動を、場面想定法
を用いた質問紙調査で検討した。その結果、女性のみの場でのコミュニケーションは、男性もいる場とは異なることが示唆され
た。第6章では、女性同士のコミュニケーションに焦点を当て、偏見と平等主義志向性の関連を検討した。第7章では、他の女性
への評価に関する調査を行い、好悪の評価とその影響要因を明らかにしたが、より婉曲的な言動による対立について検討を行
う必要があると考えられた。
　次に、第3部では、女性同士のマウンティングに焦点を当て、その実態を明らかにし、対処法の考案を目指した。第8章では、
マウンティングの概念を精緻化するために、エピソードの収集と質的分析を行い、その構造を明らかにした。また、エピソードは
婉曲的であり、受け取り方によって成立が左右される可能性があることが示唆された。第9章では、マウンティングの受け取り方
に関連する女性の性的欲求を測定する尺度を作成し、その信頼性と妥当性を検討した。第10章では、マウンティングに対する
敏感さを測る尺度を作成し、影響を与える要因を検討した。第11章では、マウンティングによる傷つきの軽減を目指し、認知行
動療法の思考記録とセルフヘルプ・グループの知見を援用した介入研究を行い、効果を検討した。
　以上から、女性同士のマウンティングは膠着した三すくみ構造を成し、その中で繰り返されている可能性があること、マウンティ
ングを受けたと感じた経験を記録することや、他の女性とマウンティングについて話し合うことが有効な対処となる可能性がある
ことが明らかになった。
　本研究の内容は、筆頭著者として2報の査読付き学会誌論文（日本性科学会雑誌）、2報の査読付き紀要論文(お茶の水女子
大学心理臨床相談センター紀要)として既に出版されている。
　学位論文の審査に当たって、臨床心理学を専門とする審査委員により構成される審査委員会を設置した。2023年11月27日に
第1回審査委員会を行い、論文の構成や考察の内容について修正意見が出された。2024年1月15日に開催された第2回審査
委員会にてさらにマイナーな修正意見が出され、2月14日に開催された第3回審査委員会にて、すべての修正意見に対して適
切な修正がなされていることが確認された。2月19日に開催された公開発表会では、すべての質問に対して適確な回答がなさ
れた。
　　審査委員会では、本研究が、女性同士の対立やマウンティングという社会的関心の高いテーマに対して、そのメカニズム、
測定、対処法にアプローチした意欲的な研究であり、学術的に高いレベルにあると結論した。上記の理由により、本論文は博士
論文として十分な内容であり、お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科において、博士（社会科学）、Ph.D. in
Clinical Psychologyの学位を授与するにふさわしいと判断し、合格とした。


